
 
 
 

 

 

Plaza 財務会計のユーザ様へ 

昨年 10月からサポート期間の更新を迎える

Plaza 財務会計のユーザの皆様にご案内してお

ります通り、Plaza シリーズのサポートが残す

ところあと 2 年（2 回の年次更新）となりまし

た。 
数多くのお客様が既に Plaza-i へマイグレー

ションしていただいておりますが、Plaza 財務

会計を一人で利用しているというお客様が、移

行しきれずにいらっしゃいます。 

スタンドアロン版－低価格モデル 

Plaza-i はバイリンガル、多通貨という特徴

を持つ中小・中堅企業向け ERP システムとして

既に 150 社以上の会社でご利用いただいており

ますが、今回、上記のような Plaza 財務会計を

一人で利用しているお客様の為に、Plaza-i のス

タンドアロン版を用意しました。 
このスタンドアロン版は、機能的には

Plaza-i と同じですが、一台のコンピュータで利

用することを前提に、ライセンス価格を従来の

Plaza 並に押さえた低価格モデルです。Oracle
も Personal Edition（PE）という 4 万円でご提

供可能なライセンスを使用します。 

最新環境で稼働する Plaza 財務会計 

スタンドアロン版で提供する Plaza-i はバー

ジョン 2 という、.NET Framework という最新

の環境で動作するプログラムです。 
Plaza-i バージョン 2 はバイリンガル、多通

貨、マッチング等の Plaza 財務会計の便利な機

能はそのままに、しかし、ERP を強烈に意識し

たバージョン 1 のようにマスター管理、ユーザ

管理などに分かれておらず、1 つのプログラム

から全てのメニューを起動することが出来る Pl 
aza 財務会計のユーザ様にも違和感なくご

利用いただけるシステムです。 
また、Plaza 財務会計は Access2000 までし

かサポートしていないため、Vista 等では動作し

ませんが i は、Office2007 も含む、最新のコン

ピュータ環境で動作します。但し、Plaza-i はコ

ンピュータのリソースを多めに必要としますの

で、XP（SP2 以上）であれば 2GB 以上、Vista
であれば 3GB 以上のメモリーを推奨していま

す。 
また Plaza 財務会計では総勘定元帳照会並

びに印刷で、期を跨いだ出力が出来ませんでし

たが、Plaza-i では期を跨いで会計期間を指定し

出力することが可能になりました。 
また、Plaza-i は、四半期財務諸表対応、PDF

への出力、グリッド画面のエクセル転送、消費

税の伝票別税抜き処理による消費税申告書の出

力、電子帳簿保存法への対応等、最新の会計シ

ステムが備えるべき機能を備えています。 
従って、Plaza 財務会計のユーザの皆様には、

Plaza のデータがコンバージョン可能で、なお

かつ、最新コンピュータ環境で稼働する、機能

的にも進化した Plaza 財務会計が登場したとお

考えいただければ幸いでございます。 

Plaza-i 給与計算－3 月リリース 

固定資産につきましては、既に、減損会計

並びにリース会計に対応した Plaza-i 固定資産

をご利用いただいておりますが、給与計算につ

きましても、.NET Framework 環境に対応した

Plaza-i 給与計算を本年 3月にリリースいたしま

す。 
Plaza-i 給与計算は、給与台帳、賃金台帳で、

「ゼロ金額を印刷しない」オプションをサポー

トし（無駄な項目を印字しなくなりました）、

また、暦年を超えた年月を範囲指定して印字で

きるようになりました。 
また、Plaza-i 給与計算モジュールのみ、移

行期間中については当面 Access2000 の MDB
をサポートします。但し、他の Plaza-i モジュー

ルと同じく、近い将来 Oracle に一本化していく

予定ですので、この機会に Personal Edition も

含む Oracle データベースへの移行も合わせて

ご検討下さい。 
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◆年末年始のお知らせ◆ 

誠に勝手ながら、 下記の期間、 年末年始のお休みとさせて頂きます。  

新年は 6日より 、 通常営業を致します。  

どう ぞ宜し く お願い申し上げます。  

 

( ＢＡ  ) 

12／28(土) ～ 1／5(日) 

27日の営業時間は 17時迄とさせて頂きます。  

 

( あいわ ) 

12／28(土) ～ 1／5(日) 

27日の営業時間は 17： 30迄とさせて頂きます。  
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ご担当者変更の前に 

スタッフの異動、退職等で社内の体制が変わ

る場合、引き継ぎは非常に重要です。引き継ぎ

が十分になされていないと、適切な処理がタイ

ムリーに実行できず、業務に支障をきたす場合

がございます。Plaza-i のような全体の業務に密

着したシステムに関する引き継ぎは数ある引き

継ぎ項目の中でも最も重要な部類に入ると思い

ます。 
弊社では万全のサポート体制をご用意して

おりますが、引き継ぎが不十分な後任の方から

のお問い合わせの中には、導入時にトレーニン

グでご説明した内容や、以前のご担当者の質問

と重複した内容など、二重三重のお問い合わせ

になっているのも多く見受けられます。このよ

うな状態では、ご質問が増え、問題解決に時間

がかかるだけでなく、インシデントを多く消費

しインシデントの追加購入が発生したり、変動

保守が増えることにもなりかねません。 
そこで今回ご紹介したいのは Plaza-i 引き継

ぎ立会サービスです。本サービスでは、弊社サ

ポート担当がお伺いして Plaza-i に関する引き

継ぎが円滑に行われるようお手伝いをいたしま

す。また、後任の方の日々の運用が滞らないよ

う必要に応じてトレーニング等を提案いたしま

す。 
さらに、初期導入後に Plaza-i システム適用

範囲の増減等でシステム運用が変わっている場

合に、適切な運用かどうかを検証することもで

きます。これらにより一層 Plaza-i を便利に活用

いただけます。 
これらのことは前任の方がいらっしゃって

こそ効果を発揮いたしますので、Plaza-i をご利

用いただいているご担当者が異動、退職等で別

の方に変わるときは、ぜひ引き継ぎ前に一度弊

社サポート担当にご相談ください。 
 

Oracle12c 機能紹介①RMAN新機能 

Oracle Database のバックアップツールに

は、Data Pump と RMAN（Recovery Manager）
があります。Data Pump は取扱が容易で初心者

向けですが、バックアップ取得時点の状態に復

旧できるだけです。即ち、バックアップ取得後、

障害発生時点までの入力データは失われます。

一方 RMAN は、取得したバックアップセットと

アーカイブログの両方が無事であれば、障害発

生の直前の状態までデータを復元させることが

できます。 
今回は、Oracle12c における RMAN 新機能

について解説します。 

表単位でのリカバリ 

従来の RMAN は、データベース全体、また

は表領域単位でのリカバリしかできませんでし

た。Oracle12c では Enterprise Edition のみです

が、表単位でのリカバリが可能になりました。

この機能により、特定の表だけを、RMAN バッ

クアップ取得以降、指定した時刻の状態に復元

することができます。 
表単位でのリカバリを行う場合、 remap 

table オプションを指定することにより、表名を

変更してリカバリすることが出来ます。但し、

remap table オプションを指定すると、制約と索

引は作成されませんので、注意が必要です。 
一方、remap table オプションを使用しない

場合、対象の表を事前にデータベース上から削

除しておく必要があります。（同じ名前の表が

存在している状態ではリカバリできないため） 
なお、SYSTEM 表領域の表、SYS スキーマ

の表は、表単位のリカバリは出来ません。 
表単位でのリカバリを行う場合、次のような

RMAN コマンドを実行します。 
------------------------------------------------------------ 
recover table ICAT.PCRISTD 
until time ‘2013-09-08 21:00:00 ’ 
auxiliary destination ‘C:¥OraData¥Recovery’ 
remap table ICAT.PCRISTD:PCRISTD9821; 
------------------------------------------------------------ 

このコマンドの意味は、ICAT スキーマの

PCRISTD テーブル（Plaza-i の調達指示明細）

を、2013/9/8 21:00 時点の状態で復元する。そ

の際、テーブル名を PCRISTD9821 に変更する、

という意味です。 
このコマンドを実行するためには、2013/9/8 

21:00 以前に取得した RMAN バックアップセッ

トと、それ以降、少なくとも 2013/9/8 21:00 迄

のアーカイブログが必要です。 
recover table コマンドで は「 auxiliary 

destination」オプションが必須です。表単位で

のリカバリを行う場合、内部的には「自動イン

スタンス」と呼ばれる、DB インスタンスを一時

的に作成し、一旦、自動インスタンス内にリカ



バリを行い、そこから必要なデータなどを抽出

して本番インスタンスに投入します。 
前述の「auxiliary destination ‘C:¥OraData

¥Recovery’」は、「C:¥OraData¥Recovery」フ

ォルダに、自動インスタンスを作成する、とい

う意味です。 
自動インスタンスは、リカバリ作業中、一時

的に使用されるものですので、リカバリ完了後、

自動的に削除されます。 

SQL インタフェースの拡張 

以前のバージョンの RMAN は、startup, 
shutdown, alter database 文を実行できる程度

でしたが、Oracle12c の RMAN では、”alter 
system”など他の alter 文や、select 文、その他

主要な SQL 文を RMAN 上で直接実行出来るよ

うになりました。 
RMAN 上では、SET コマンドによる表示フ

ォーマット設定のサポートが限定的であるなど、

SQL*PLUS と同等とまではいきませんが、リカ

バリ作業に付随して必要になる操作には支障は

無いと思われます。これにより、RMAN と

SQL*PLUS の両方を起動してリカバリ作業を行

う必要は無くなります。 
 

不正が起こる仕組みとリスク軽減 

はじめに 

小さなものから大きなものまで、不正は多く

発生しているのだろうなと、ニュースや実際に

身近に起きていることから、皆様も感じること

があるのではないかと思います。不正が発生す

る仕組みと Plaza-i でできる不正発生リスクの

軽減についてご紹介いたします。 

不正が発生する仕組み 

人が不正行為を実行するに至る要因につい

ては、米国の犯罪学者であるドナルド・R・ク

レッシーが提唱した「不正のトライアングル」

理論が広く知られているようです。この理論で

は、「動機・圧力」「機会」「正当化」という

3 要素がそろったときに、不正が発生するとさ

れています。 
「動機・圧力」とは、不正行為をしたいと思

う個人的な事情のことです。例えば、予算や営

業目標などのプレッシャーや借金返済といった

ものだけではなく、昇給や昇格といったインセ

ンティブも不正を実行する動機となります。 
「機会」とは、不正を実行できたり、実行し

ても発見されることがなかったりする環境のこ

とです。例えば、一人の担当者に権限が集中し

ている、上司は証憑類に判子を押すが内容をき

ちんと確認していないなど、悪いことをやろう

と思えばできてしまい、やっても誰にも分から

ないであろう状況のことです。 
「正当化」とは、不正行為の実行を積極的に

正当化しようとする気持ちや姿勢のことです。

例えば、会社のためにこんなに頑張っているの

だから、このくらいのことはやっても良いはず

だ、自分は会社から信頼されて権限があるので、

何をやっても許される、といったように自分に

都合がいいように正当化してしまう気持ちです。 
実際に不正を行ってしまうかどうかは、結局

はその人次第だとは思いますが、確かに、上記

のような 3 つの要素がそろったときに「不正を

してしまおうかな」と思ってしまう状況になる

のだろうと思います。今年ヒットしたドラマも

銀行の不正を取り扱っていましたが、フィクシ

ョンではありますが、不正を行っていた登場人

物の状況や気持ちを考えてみると、上記の要素

にあてはまる部分があるのではないかと思いま

す。 

不正発生リスクの軽減 

「不正のトライアングル」の 3 要素のうち、

「動機・圧力」は会社を運営する上で不可欠で

あったり個人的な事情であったりするため、「動

機・圧力」を減らすのは、特に難しそうです。

「正当化」の部分も教育や社内制度の見直しな

どにより、改善ができる部分もあるかもしれま

せんが、難しそうです。これらに比べると、不

正を行う「機会」を減らすことは、比較的、や

りやすい部分ではないかと思います。 
Plaza-i ですと、基本的なところでいえば、

ユーザーグループマスターとユーザーメニュー

マスターを適切に設定することで、自分の権限

がある機能以外は利用できないようにコントロ

ールすることができます。 
但し、設定だけではなく、運用も正しく行う

必要があります。せっかく権限の設定を行って

いても、実際にそういった場面を見たことがあ

るのですが、上司の方が部下の方に自分の

Plaza-i のパスワードを教えて、代わりに部下に



処理を実行させてしまったら、システムで権限

を分けた意味がありません。 
システムの機能だけでは十分に不正発生の

リスクを減らすことはできませんが、業務フロ

ーを見直し、システムをきちんと設定し、正し

く運用することで、不正を行う「機会」を少な

くし、不正発生のリスクを減らすことができる

のではないかと思います。 

おわりに 

Plaza-i の共通ユーザーズガイド「内部統制

編」には、Plaza-i を利用した基幹並びに会計シ

ステムに対する内部統制評価を実施するにあた

って考慮すべき事項が記載されています。不正

を実行する「機会」を見つけたり無くしたりす

るヒントがあるかもしれませんので、ご覧にな

ったことが無い管理者の方は、「内部統制編」

をご確認頂くことをお勧めいたします。 
 

最新 OS Windows8.1 

2013 年 10 月 18 日より、最新の Windows
用 OS、Windows8.1 がリリースされました。

Windows8 がリリースされて、約 1 年で新しい

OS としてリリースされたこの Windows8.1 で

すが、「Windows8 のサービスパックのような

もの」といった声も聞かれます。実際のところ、

Windows8 と比べて、どのように変わったのか、

実際に触れる機会がありましたので、その経験

も交えながら、分析してみたいと思います。 

新機能紹介 

では、実際、どのような新機能があるのでし

ょうか？色々なメディアで紹介されております

が、筆者は以下の点に注目しました。 
 

①SkyDrive の OS 化 
SkyDrive とは、マイクロソフト社が提供す

るインターネット上にファイルや写真、動画な

どを保存できるオンライストレージサービスで

す。インターネット上にあるデータを、自分の

パソコン上に同期することにより、あたかも自

分のパソコン上に、ファイルがあるように使う

ことができます。今までも、専用のアプリを利

用することで、同期を行うことは可能でしたが、

Windows8.1 からは、エクスプローラ上に最初か

ら SkyDrive が表示され、標準で利用できるよう

になりました。（なお、利用前にマイクロソフ

トアカウントへの登録が必要です） 
例えば、複数の PC で情報を共有する場合、

USBメモリやファイルサーバを利用していまし

たが、これにより、インターネットに接続でき

る環境さえ整えば、どこにある、どんな端末か

らでも、同じ情報を共有することが可能になり

ます。 
 

②Modern UI の改善 
Modern UI とは、Windows 8 を起動して最

初に現れるスタート画面で採用された、アイコ

ンベースの新しい「ユーザーインターフェース

（UI）」です。従来のデスクトップが表示され

るインターフェースに慣れていた筆者にとって

は、この変更は衝撃的であるとともに、非常に

困惑するものでした。 
iOSやAndroidのようなスマートフォンのイ

ンターフェースに近く、デスクトップ PC のよ

うに、自分好みにカスタマイズできる範囲が非

常に限られていました。Windows8.1 では、

Modern UI 上のタイル（アイコン）のサイズを

大、中、小、ワイドの 4 段階に調整できたり、

スタート画面の背景を変更できるようになりま

した。自分好みのスタート画面に調整できるだ

けでも、何だか愛着がわいてきます。そして、

Modern UI上から起動するWindowsストアアプ

リを同時表示（最大 4 画面まで）することも可

能となりました。今のところ、デスクトップ PC
として利用するケースおいては、あまり効果は

ないかもしれませんが、例えば、 Internet 
Explorer、天気、株価の各アプリを 3 つ同時に

表示しておくことが可能です。（この点につい

ては、現段階で Modern UI に対応した優れたア

プリが少ないこともあって、有効な活用方法が

見いだせていないとも言えそうです） 
 

③スタートボタンの復活 
これは各メディアでも話題になっておりま

したが、筆者は「従来のスタートボタンとは異

なり、デスクトップとスタート画面をシームレ

スに行き来できるボタンが追加された」という

印象です。デスクトップ画面から別のプログラ

ムを起動するためスタート画面の「全てのプロ

グラム」へ戻りたいときや、デスクトップ画面

から PC を直接シャットダウンさせたい場合に

活用しております。 



サービスパックではなく新しい OS 

最後に、Windows8.1 は、Windows8 のマイ

ナーチェンジ、バグ修正版、パッチ詰め合わせ

版といったサービスパックのような扱いで論じ

られることもあるようですが、筆者は、それよ

りも一歩進んだ新しいOSであると感じました。 
まずは、その提供方法です。過去の OS で、

サービスパックの提供は、Windows Update を

通じて行われてきましたが、今回の Windows8.1
は、Windows ストアからのダウンロードで提供

されています。Windows ストアとは、Windows8
のリリース時に開設されたマイクロソフト社が

運営するアプリを提供するサイトです。このこ

とからみても、Windows8.1 は、サービスパック

ではなく、新しい機能を提供する新 OS と位置

づけられていると感じました。 
また、当初の Windows8 は、タッチパネル

ディスプレイやタブレット端末をターゲットに

したモバイル系 OS へ偏っているという印象を

持ちましたが、今回の Windows8.1 の登場によ

り、従来型デスクトップの良さもあらためて見

直し非常にバランスの良い OS になったと感じ

ました。この Windows8.1 を見ていると、「モ

バイル系 OS」＋「従来型 Windows」という Dual 
OS 環境のように感じられます。 

1 台の端末を、外出時にはタブレットとして

持ち歩きながら、プレゼンテーションや提案の

ように、シンプルな操作性が求められるシーン

でタッチ方式のインターフェースを利用し、オ

フィスに戻れば大型ディスプレイに接続して、

従来型デスクトップとして、マウスとキーボー

ドで業務を行うといった利用がいよいよ現実と

なってきました。 
まさに、Windows8.1 は、ビジネスのシーン

での利用に最適な OS といえるのではないでし

ょうか？ 
長らく第一線であった Windows XP の終焉

とあわせて、新しい運用例がどんどん増えてく

るように思われます。 
 

バージョンアップの利点 

はじめに 

Plaza-i は、プログラムの改善・パフォーマ

ンス向上・法令対応・環境対応などを常に行っ

ているシステム、成長し続けている ERP パッケ

ージです。よって、サポート対応の都合もあり

ますが、既存の問題がバージョンアップを行う

と解決するケースが多いというのもあり、少な

くとも年一回以上のバージョンアップをお願い

しております。 
今回は、業務改善の面から、バージョンアッ

プの利点を御紹介させて頂きます。 

輸出入運用強化対応 

輸出入に纏わる情報を plaza-i へ登録したい

という御要望に応え、バージョン 2.01.06 で取

引先マスターの電話番号・FAX 番号の桁数を 13
桁から 20 桁に変更（Shift-JIS：半角英数字)、
同じく取引先マスターに 40 桁（Shift-JIS：半角

英数字)まで登録出来る住所 3・住所 4 を追加し

ました。また、商品マスターに任意に登録でき

る文字列項目として商品ユーザ定義名称 6～10
（40 桁）を追加。また、出庫先輸送タイプ別輸

出情報マスター・受注伝票の輸出関連情報タ

ブ・物流手配修正の輸出入情報タブに経由国コ

ード・経由国・経由地、任意文字列項目として

輸出入ユーザ定義名称 1～10（40 桁）を追加し

ました。(その他も追加している項目もあります

ので、詳細はユーザーズガイド・リリースノー

トをご覧下さい) 
また、輸出入運用強化の項目追加に併せて、

受注伝票 Excel テンプレート・物流手配 Excel
テンプレートの出力可能な項目も追加しており

ます。 

運用改善の可能性 

上記の対応の結果、今まで得意先会社情報な

ど桁数制限により Plaza-i に登録出来なかった

問題を解消出来る事になりました。これは、出

庫先輸送タイプ別輸出情報マスターに登録出来

る項目が無かったとういう事で、マスター化を

諦めていた輸出入関連情報をマスター化出来る

事を意味します。 
よくある例としましては、今まで電話番号・

FAX 番号は、13 桁までの入力が可能でした。そ

れは、XXX-XXX-XXXX のような国内電話番号を

元に想定された桁数でありました。よって、国

際番号や内線番号も加味した電話番号を登録す

る事は出来ませんでした。よって、あるユーザ

様は、海外得意先の電話番号・FAX 番号を、Excel
管理されていたり、また、あるユーザ様は、個

人マスターの”所属”項目や個人説明メモ”項



目などに代替的に登録するという手法を採用さ

れておりました。つまり、新得意先との取引が

発生した場合、会社情報を取引先マスターに登

録して、更に、Excel にも会社情報を登録すると

いう二重登録の手間が発生していました。 
ですが、バージョンアップを行ったら、取引

先マスターだけの登録で、会社情報の登録とい

う業務を終える事が出来、また、分散していた

データも一元管理出来るようになります。 

データ整備 

但し、バージョンアップを行うだけでは、改

善が見込まれるわけではありません。操作手順

の習得・既に社内外に分散しているデータを

Plaza-i への移行・今まで代替的に登録していた

項目の見直し、また、都度、手入力されていた

内容をマスター化出来るか検討など、いくつか

の諸作業を行う必要があります。 

おわりに 

運用の検討・データ整備は、一見、面倒では

ありますが、日々の業務効率や内部統制を向上

させます。バージョンアップのタイミング以外

でも御検討頂きたく、また、弊社としましても、

運用や機能などを、御提案・御紹介させて頂き

たく思っております。 
マスター整備や運用を御検討の際は、弊社設

計を担当したコンサルタントもしくはサポート

担当まで、お気軽にお問い合わせくださいませ。

弊社 HP からも承っております。 
 

最新の Plaza-i バージョン情報 

平成 25年 11月 13日現在までリリースして

おります最新のバージョン情報をお届けします。 
 

Plaza-i.NET    V2.01.15.07 
Plaza-i 給与計算システム V2.0.4.47 
 

なお、Plaza-i 給与計算システムは弊社ホー

ムページ（http://www.ba-net.co.jp/）NEWS and 
TOPICS にも掲載しております。 

 

https://www.ba-net.co.jp/ssl/request/index.html�
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国外財産調書提出制度の適用開始 

早いもので今年も残すところ 1 カ月余りとな

りました。そこで今回は、平成 26 年より適用が

開始される「国外財産調書提出制度」について、

新しい情報を交え改めてご案内します。 

1. 制度内容 

その年 12 月 31 日において、合計額が 5,000
万円を超える国外財産を有する居住者は、翌年

3 月 15 日までに、その国外財産の内訳明細（財

産の種類・用途・所在地・数量・価額など）を

記載した国外財産調書に国外財産調書合計表を

添付して、所轄税務署長に提出する必要があり

ます。 
 

① 居住者とは、日本国内に住所を有する又は

継続して一年以上居所を有する個人をいい

ます。このうち非永住者は除かれますので、

過去 10 年以内に日本に住所等を有してい

た期間の合計が 5 年以下の日本国籍を持た

ない者は提出を要しません。 
② 対象となる資産は、「金銭に見積もること

ができる経済的価値のあるものすべて」と

されています。よって、預貯金・不動産・

有価証券だけでなく、貴金属類（1 点 10 万

円未満のものを除く）・預託金・ストック

オプションなども対象となります。 
 

なお、適用初年度となる平成 25 年 12 月 31
日分の国外財産調書の提出期限は、平成 26 年 3
月 17 日となります。 

2. 国外財産とは 

国外財産とは、その年 12 月 31 日において「国

外にある財産」とされています。例えば、預金

については、その預金の受入をした営業所（支

店等）の所在地、不動産については、その不動

産等の所在地、金融機関の口座で管理されてい

る有価証券等については、その口座管理をする

金融機関の営業所等の所在地で判断されます。

よって、日本国の法人が発行した株式が海外の

金融機関で管理されている場合には、国外財産

調書に記載する必要があります。 
 

3. 記載する価額について 

 記載金額は、「時価」又は「時価に準ずる価

額の見積額」とされています。「時価」とは、

不特定多数の当事者間で通常取引される価額を

いい、専門家による鑑定評価額や金融証券取引

所の公表する 12 月 31 日時点の最終価格をいい

ます。「見積価額」については、財産の種類ご

とに算定方法が明らかにされており、例えば固

定資産税評価額など公的機関が示す価額や売買

実例価額などが挙げられています。 
なお、外貨金額で表示されている財産につい

ては、その者の取引金融機関のその年 12 月 31
日における最終の対顧客直物電信買相場（又は

準ずる相場）で換算します。 

4. 罰則規程 

虚偽記載により提出をした場合又は正当な理

由もなく提出期限までに提出をしなかった場合

には、１年以下の懲役または 50 万円以下の罰金

に処されます。ただし、期限内に提出しなかっ

た場合には、情状によりその刑を免除すること

ができるとされています。なお、この罰則規定

は、平成 27 年 1 月 1 日以降提出分から適用と

なります。 
また、国外財産に関する所得税や相続税の申

告漏れが発生した場合において、期限内に提出

された国外財産調書に記載されている財産につ

いては、過少申告・無申告加算税が 5％軽減さ

れます。一方、国外財産調書の提出がされてい

ない場合やその記載が不十分とされた場合には

5％が加重されます。 

5. おわりに 

「国外財産調書提出制度」には、罰則規定が

設けられていることから、期限内の提出及び記

載漏れに留意する必要があります。特に、国外

財産の価額が 5,000 万円前後である場合には、

換算レートの変動によって提出義務の判定が左

右されることも考えられますので、毎年余裕を

もって準備をしておきたいところです。 
ご自身の所有する財産が国外財産に該当す

るか否か、また金額の算定方法についてご不明

な点がございましたら、事前に弊社までご相談

ください。 
 



民間投資活性化等のための税制改正大綱 

政府与党は消費税率引き上げに伴う経済政

策と成長力強化のための総合的な対策として、

平成 25 年 10 月 1 日に「民間投資活性化等のた

めの税制改正大綱」を承認しました。その中か

ら法人に係るものを中心にご紹介致します。 

1.概要 

民間投資、事業再編、ベンチャー投資を促す

税制により成長力を底上げし、企業収益が賃金

上昇・雇用拡大につながる好循環を実現するた

めの制度の見直し等が行われました。 

2.内容 

(1)生産性向上設備投資促進税制の創設 
生産等設備を構成する機械装置等で、生産性

向上設備等に該当する一定の規模以上のものを

取得等した場合には、その取得価額までの特別

償却または 5％（建物等については 3％）の税額

控除との選択適用が可能となります。 
適用期間は、産業競争力強化法（案）の施行

日から平成 28 年度までとされます。   
（注）平成 28 年度は、特別償却は取得価額の

50％（建物等は 25％）、税額控除は 4％（建物

等は 2％）となります。 
 

(2)中小企業投資促進税制の拡充・延長 
中小企業者（資本金 1 億円以下の法人）が

新品の機械及び装置で 1 台の取得価額が 160 万

円以上のもの、1 つの取得価額が 70 万円以上の

ソフトウエアを取得等した場合には、取得価額

の 30％相当額の特別償却を受けられます。また、

特定中小企業者等（資本金の額等が 3,000 万円

以下の法人等）については、特別償却の代わり

に、取得価額の 7％相当額の税額控除も受けら

れます。 
今回の改正で、これらの中小企業投資促進税

制について、平成 25 年度末までの適用期限が 3
年延長します。また、税額控除の対象法人は、

資本金 1 億円以下の法人に拡大します。 
ほかに中小企業者等の上乗せ措置として、生

産性向上設備等に該当するものについては、税

額控除割合が中小企業者等は取得価額の 0％→

7％、特定中小企業者等は 7％→10％となります。 

 

(3)中小企業者等の少額減価償却資産の取得価

額の損金算入の特例の延長 
中小企業者等の少額減価償却資産（取得価額

30 万円未満の全ての減価償却資産）の取得価額

の取得時全額損金算入の特例について、平成 25
年度末までの適用期限が 2 年延長されます。 

 

(4)研究開発税制の拡充・延長 
試験研究費の増加額に係る税額控除制度に

ついて、平成 26 年度末までの適用期限が 3 年延

長されます。また、試験研究費の増加割合に応

じて税額控除割合が高くなる仕組み（最大 30％）

となります。 
 

(5)事業再編促進の税制措置の創設 
産業競争力強化法（仮称）に規定する特定事

業再編に係る特定株式等の取得をした法人につ

いて、その特定株式等の取得価額の 7 割を限度

として損失準備金を積み立て、損金算入できる

制度が創設されます。 
  

(6)企業のベンチャー投資促進税制の創設 
一定の投資事業有限責任組合を通して、新事

業開拓事業者の株式等を取得した法人について、

その株式等の帳簿価額の 8 割を限度として損失

準備金を積み立て、損金算入できる制度が創設

されます。 
 

(7)所得拡大促進税制の見直し・拡充 
これは、平成 25 年度から平成 27 年度まで

の間に開始する各事業年度の給与等の支給額が

5％増加した場合には、増加額の 10％の税額控

除が可能という制度です。 
今回の改正によりその税額控除の適用期限

が 2 年延長します。また、増加額の基準年度の

給与額に対する割合の要件「5％以上」を、平成

26 年度以前は 2％、平成 27 年度は 3％、平成

28 年度以降は 5%に見直します。 
そのほか、平均給与等支給額の基礎となる国

内雇用者に対する給与等を継続雇用者に対する

給与等に見直されることになります。 
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